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伊
太
利
は
由
来
出
移
民
の
多
い
固
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
即
ち
十
五
世
紀
の
始
め
に
於
て
既
に
相
官
多
く
の
出
移
民
が
あ
っ
た

が
、
其
信
頼
す
べ
き
統
計
h
q
得
た
る
一
八
七
六
年
に
於
て
は
永
住
的
移
住
者
即
ち
海
外
移
住
者
一
九
.
八
四
八
人
、

季
節
的
移
住
者

即
ち
主
と
し
て
蹴
洲
諸
園
へ
の
移
住
者
八
八
、
九
二
三
人
、
計
一

O
八
、
七
七
一
人
に
蓮
し
て
居
っ
た
。
其
後
漸
究
増
大
し
て
一
八
七

六
年
よ
り
一
八
八
六
年
迄
の
年
平
均
は
一
三
問
、
七
七
四
人
で
あ
っ
た
も
の
が
一
八
八
七
年
よ
り
一
九
O
O年
迄
の
年
卒
均
に
於
て

は
二
六
九
、
七
四
二
人
、

一
九
O
一
年
よ
り
一
九
一
三
年
迄
の
年
平
均
に
於
て
は
六
二
六
、
五

O
六
人
と
な
り
、

一
九
一
三
年
に
は
最

高
レ
ュ

l
ド
八
七
二
、
五
九
八
人
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
内
.
海
外
移
住
者
の
教
は
既
に
一
八
八
七
年
に
於
て
敵
洲
移
住

者
の
教
を
凌
駕
し
、
爾
来
大
睦
其
の
趨
勢
を
保
っ
て
来
て
居
る
の
で
あ
る
。

A
1
之
の
教
を
現
住
の
人
口
数
に
比
較
す
る
に
究
表
に
示

す
如
く
人
口
千
人
に
就
き
移
住
者
数
は
夫
々
の
年
に
於
て
一
ニ
・
九
五
、

四
・
七
回
、

八
・
七
一
、

一
八
・
五
七
、

二
四
・
六
一
人
と
な
っ
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て
居
る
の
で
あ
る
。
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之
の
割
合
は
賢
に
驚
く
べ
き
教
で
あ
っ
て
世
界
に
於
て
如
新
多
数
の
割
合
を
於
て
移
住
者
そ
出
し
た
困
は
多
く
な
い
。

A
1
参
考
の

錦
め
一
九
一
一

1
1
一
二
年
に
於
け
る
欧
洲
主
要
因
の
出
移
住
者
数
及
其
の
住
民
千
人
に
針
す
る
割
合
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
ぃ
。
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即
ち
伊
太
利
以
外
で
比
較
的
多
数
の
割
合
を
以
て
移
民
を
出
し
て
居
る
園
は
大
英
園
及
ア
イ
ル
-
フ
ン
ド
、
ボ
ル
チ
ユ
ガ
ル
、

ス
~ 

f
ン
等
で
あ
る
け
れ
ど
も
何
れ
も
千
人
中
一

O
人
内
外
の
も
の
で
あ
る
。

伊
太
利
が
斯
く
多
数
の
出
移
住
者
を
出
し
た
こ
と
は
皐
克
其
の
国
土
の
狭
小
な
る
と
、
自
然
富
源
の
貧
弱
な
る
と
、
国
民
数
が
過

多
な
る
と
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
圏
民
は
逼
迫
せ
る
圏
内
に
あ
っ
て
僻
縦
す
る
よ
り
も
圏
外
に
出

τ、
よ
り
有
利
な
る
経
清

的
環
境
の
内
に
自
個
護
展
の
運
命
な
開
拓
せ
ん
と
欲
す
る
念
願
に
よ
り
た
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
伊
太
利
闘
は
如
新
多
数
の
園
民

在
国
外
に
出
し
て
こ
そ
よ
く
其
園
民
経
簡
が
閤
満
に
運
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

A
1
之
れ
を
人
口
調
節
の
上
に
見
る
に
、
由
来
伊
大
利
は
園
民
の
敷
園
土
の
割
合
に
多
く
し
て
而
も
其
蕃
殖
力
は
旺
盛
な
る
も
の
が

あ
っ
て
一
九
O
八
年
よ
り
一
九
一
三
年
迄
の
卒
均
に
於
て
人
口
千
人
に
就
会
十
二
人
の
自
然
増
加
率
を
一
不
し
、
年
々
三
、
四
十
万
人

の
人
口
を
増
加
し
つ
L
あ
り
た
る
も
の
が
更
に
叉
海
外
よ
り
蹄
因
す
る
園
民
の
数
年
々
二
、
三
十
万
人
に
及
び
結
局
年
々
五
、
六
十

万
人
の
人
口
増
加
を
見
る
べ
き
固
で
あ
る
。
故
に
若
し
此
れ
等
多
数
の
園
民
が
其
の
ま
L
圏
内
に
停
滞
し
た
な
ら
ば
忽
ち
に
し
て
人

口
過
剰
の
現
象
を
護
生
し
て
人
口
食
糧
問
題
の
紛
札
を
見
る
べ
き
運
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
幸
に
前
述
の
如
く
多
数
の

園
民
が
年
々
囲
外
に
移
住
す
る
所
あ
り
た
る
を
以
て
人
口
噌
加
の
淑
勢
を
緩
和
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

A
1
之
の

惑
の
消
息
そ
明
か
に
す
る
矯
め
に
一
九
O
一
年
よ
り
一
九
一
三
年
迄
、
十
三
ナ
年
間
の
人
口
の
自
然
増
加
、
海
外
よ
り
の
鶴
岡
者
、

海
外
へ
の
移
住
者
等
に
就
き
一
表
と
し
て
示
せ
ば
究
の
様
に
な
る
。

年

計

'"若
Cコ、

白人

差
引
冷
加
人
口

区当
Cコ、
プ屯

5 人
・・----圃量3

次

自

然

増

加一回、
-e 
石人

海

外

£

り

の

一

蹄

図

者

数

一宅
、
車
弘
一

海
外
へ
の
移
住
者

-e 

"" 、
デマ

茜人
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も
の
が
海
外
へ
の
移
住
者
年
卒
均
三
六
回
、
六
四
一
人
あ
り
た
る
が
矯
め
、
結
局
年
平
均
の
増
加
人
口
は
一
八
三
、
四
九
五
人
に
過
ぎ

ぎ
る
の
理
と
な
り
、
人
口
増
加
の
趨
勢
は
外
国
移
民
に
よ
っ
て
著
る
し
く
緩
和
さ
れ
た
る
こ
と
そ
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
勿
論

此
の
外
敵
洲
移
住
者
の
出
入
に
就
て
も
之
れ
も
考
慮
に
入
る
べ
き
筈
な
る
が
此
島
に
其
統
計
宇
佐
得
歩
、
而
も
彼
れ
等
は
主
と
し
て
季

節
的
移
住
者
で
あ
っ
て
人
口
の
増
減
に
は
出
較
的
影
響
少
き
そ
以
て
此
慮
に
之
れ
な
省
略
す
る
こ
と
L
し
た
。

-
次
に
出
移
民
は
圏
内
に
於
け
る
労
働
力
を
殺
減
し
生
産
ぞ
低
下
す
る
と
云
ふ
弊
害
の
方
面
と
、
過
剰
な
る
舵
労
働
力
ぞ
移
出
し
て
園

内
の
努
働
保
件
を
良
好
に
す
る
と
云
ふ
利
盆
の
方
面
と
弊
利
二
様
に
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
.
伊
太
利
園
の
如
合
間
情
に
於
て

は
後
者
即
ち
利
盆
あ
り
と
一

τ
ふ
考
へ
方
が
宮
っ
て
居
る
様
で
あ
る
、
即
ち
出
移
住
者
の
あ
る
矯
め
圏
内
の
努
働
市
揚
ぞ
遁
切
に
し
、

努
働
賃
銀
ぞ
高
騰
し
.
努
働
者
の
境
過
を
良
好
に
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
之
れ
は
サ
ル
ト
リ
ヲ
ス
・
ホ
ン
・
ヲ
ル
タ

l
ス
ハ
ワ
ゼ
ン
の
説
く
所
で
あ
る
。
共
に
叉
移
民
に
よ
っ
て
組
固
に
選
り
来
る
所
謂
移
民
の
選
金
な
る
も
の
で
あ
る
が
.
元
来
伊
太

利
の
出
移
民
に
は
前
述
の
如
く
海
外
に
移
住
す
る
も
の
と
、
欧
洲
諸
固
に
移
住
す
る
も
の
と
二
種
類
が
あ
っ
て
前
者
は
海
外
特
に
北

米
、
南
米
に
於
て
農
業
、
土
工
夫
、
小
商
業
其
他
種
々
な
仕
事
に
従
事
し
や
L
永
住
的
じ
移
住
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
夏
季
繁

忙
な
時
仁
於
て
農
業
、
土
工
夫
、
左
官
、
棟
瓦
、
漆
喰
等
の
事
業
に
傭
は
れ
て
畑
町
く
も
の
で
主
と
し
て
一
時
的
の
移
住
者
で
あ
る
、

従
て
雨
者
の
性
質
は
著
る
し
く
異
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
何
れ
も
其
労
力
を
園
外
で
使
用
し
、
其
の
得
た
る
努
働
賃
銀
を
母
国
に
謹

287 

り
叉
は
持
ち
院
へ
る
も
の
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
、
即
ち
一
九

O
四
年
か
ら
一
九

O
七
年
の
頃
に
於
て
シ
シ
リ
ヤ
丈
け
で
も
年
々
六

千
万
リ
ラ
(
約
二
千
三
百
万
国
)
以
上
の
遺
金
が
あ
っ
た
と
云
は
れ
、
叉
戟
前
に
於
て
は
伊
太
利
全
国
で
年
額
三
億
乃
至
悶
億
五
千

万
リ
ラ
こ
億
一
千
乃
至
一
億
七
千
万
国
)
に
蓮
し
大
と
稀
せ
ら
れ
て
居
か
。
而
し
て
此
の
英
大
な
金
は
或
は
住
宅
の
新
築
、
土
地
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の
購
買
.
小
事
業
の
経
管
等
消
費
的
に
或
は
生
産
的
に
種
々
な
方
面
に
使
用
せ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
之
れ
に
よ
っ
て
伊

太
利
回
の
閣
民
経
情
を
利
す
る
こ
と
は
少
く
な
い
、
特
に
大
地
主
の
土
地
を
分
割
購
買
し
て
小
自
作
農
が
出
来
る
と
云
ふ
が
如
き
こ

と
は
伊
太
利
園
の
吐
舎
経
摘
の
上
に
最
も
良
結
果
を
持
ち
来
す
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
叉
之
れ
に
よ
っ
て
伊
太
利
園
の

国
際
的
貸
借
の
パ
-
フ
ン
ス
が
保
た
れ
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
元
来
伊
太
利
園
は
貿
易
上
に
於
て
は
常
習
的
に

輪
入
超
過
の
園
で
あ
っ
て
国
際
的
貸
借
の
バ
ラ
ン
ス
は
移
民
の
設
金
と
.
遊
覧
者
の
落
す
金
と
に
よ
り
て
保
も
た
れ
つ

L
あ
る
も
の

で
あ
る
、

A
1
之
れ
を
敬
一
示
す
れ
ば
次
表
の
如
き
も
の
が
あ
ふ
。

図

際

的

支

出

勘

定

一

一

図

際

的

欣

一
一
ア
畑
一
似
一
矧
肝
一
合
計
十
一
部
氏
竺
糊
賢
一
何
十
一
町
民
一
共

年

次

一九
O
一
l

ヨ王
年

一九
O
五
一

O
年

一
九
一

O

一
四
年

百

三ごご守 Î，. I入
一一一O o 3:五ヲ l 山

メ込
日

分
てて百

五蚕告11計
純

牧

支

百
万
リ
ラ

凶

何

百

一

ニ

{

〕

(一)←) 

一
八
五

即
ち
移
民
の
還
金
は
園
際
牧
入
の
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
位
置
そ
占
め
て
居
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

如
斯
に
し
て
伊
太
利
の
出
移
民
は
伊
太
利
園
の
人
口
問
題
、
持
働
問
題
、
閤
民
の
経
酒
問
題
等
諸
種
の
方
面
か
ら
見
て
極
め
て
重

要
な
る
意
義
ぞ
奥
へ
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
、
此
凪
に
於
て
伊
太
利
に
於
け
る
多
く
の
経
曹
撃
者
は
一
九

O
O年
か
ら
一
九
一
三
年

迄
の
出
移
民
は
全
図
的
に
極
め
て
有
利
で
あ
っ
て
伊
太
利
の
園
民
経
演
は
之
れ
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
守
潤
ほ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

云
ふ
て
居
る
。
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然
る
じ
其
後
に
於
け
る
出
移
民
の
情
勢
そ
見
る
に
、

一
九
一
四
年
を
堺
と
し
て
著
る
し
く
凱
調
子
を
示
し
、
年
に
よ
り
て
高
低
常

な
き
有
様
を
呈
し

τ居
る
。
け
れ
ど
も
之
れ
を
一
般
的
に
云
へ
ば
著
る
し
く
減
少
し
て
昔
日
の
半
分
叉
は
十
分
の
一
に
低
下
す
る
に

至
つ
だ
。
叩
ち
一
九
一
三
年
に
は
八
十
七
詩
人
の
多
き
に
蓮
し
て
居
っ
た
が
一
九
一
四
年
に
は
四
十
七
一
向
人
.

一
九
一
五
年
に
は
十

四
詩
人
、
そ
れ
よ
り
漸
失
減
少
し
て
一
九
一
八
年
に
は
二
高
八
千
人
と
な
り
‘
更
に
一
九
一
九
年
よ
り
や
L
・
増
加
し
て
一
九
二

O
年

に
は
六
十
一
一
両
人
と
な
り
、

一
九
二
一
年
よ
り
再
び
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
其
後
一
進
一
退
を
示
し
て
一
昨
一
九
三
二
年
に
於

τは

八
一
両
三
千
人
と
な
っ
て
一
九
一
三
年
の
十
分
の
一
に
満
た
?
と
い
ふ
有
様
で
あ
る
。

此
の
情
勢
を
一
示
す
に
至
っ
た
こ
と
は
戟
時
中
は
非
常
の
秋
と
し
て
誠
に
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
其
後
に
於
て
、
特
に
フ
ア

シ
ス
ト
政
府
の
成
立
後
に
於
て
漸
弐
移
民
の
減
少
す
る
に
至
り
た
る
こ
と
は
大
に
註
尽
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
其
理
由
は
勿
論
種
々

複
雑
な
る
も
の
が
あ
る
之
れ
を
針
外
的
の
も
の
と
.
叫
割
内
的
の
も
の
と
に
分
つ
こ
と
が
出
来
よ
う
、
而
し
て
封
外
的
の
も
の
と
し
て

は
北
米
合
衆
闘
の
入
移
民
の
制
限
と
、
諸
外
固
に
於
け
る
経
情
的
不
況
の
結
果
等
が
考
へ
ら
れ
る
が
‘
私
は
此
虞
に
此
の
問
題
を
暫

ら
く
措
い
て
、
封
内
的
の
理
由
に
就
て
少
し
く
考
察
し
て
見
度
い
と
思
ふ
。
戦
後
伊
太
利
に
於
け
る
人
口
増
加
の
趨
勢
は
他
の
敵
洲

諸
国
に
於
け
る
と
同
様
に
自
然
の
増
加
率
は
一
般
的
に
減
少
し
た
け
れ
ど
も
之
れ
ぞ
諸
他
国
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
僅
か
な
減
少
で
あ

っ
て
伊
太
利
は
依
然
と
し
て
蹴
洲
諸
国
中
和
蘭
と
共
じ
高
率
な
る
自
然
増
加
率
を
持
績
し
て
居
つ
も
年
々
四
、
五
十
高
人
の
自
然
増

289 

加
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
従
て
上
惑
の
出
移
民
の
減
少
し
た
理
由
は
自
然
増
加
の
形
勢
が
一
一
慶
し
た
矯
め
に
あ
る
と
は
云
は
れ
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念
い
。
然
ら
ば
何
ん
で
あ
る
か
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
人
口
攻
策
之
れ
で
あ
る
。
即
ち
元
来
フ
ァ
シ
ス
ト
は
国
家
主
義
冶
標
梼
す
る
も
の

で
岡
民
は
園
家
の
基
礎
で
あ
る
、
力
で
あ
る
と
い
ふ
信
念
を
持
っ
て
ゐ
る
、
従
て
園
民
を
園
外
に
出
す
こ
と
は
園
家
の
損
失
で
あ
る
。

園
民
は
成
る
べ
く
之
れ
を
園
内
に
保
留
し
て
園
カ
の
強
大
を
計
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
云
ふ
考
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
こ
と
は
ム
ツ
ソ
リ
ェ
ー
が
一
九
二
七
年
五
月
二
十
六
日
の
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
に
際
し
、
下
院
に
於
て
行
っ
た
と
云
ふ
演
説
の

内「
園
家
百
年
の
計
を
憂
ふ
る
聴
明
な
る
識
者
は
堂
々
と
し
て
断
言
す
る
で
あ
ら
う
。
組
園
の
事
業
や
重
且
つ
大
。
五
日
人
は
人
口
の
儲

り
い
い
少
き
こ
と
を
痛
感
す
る
と
。
予
は
弦
に
断
言
し
て
宣
言
す
る
。
諸
園
民
の
政
治
的
勢
力
.
経
摺
的
、
ま
た
精
神
的
勢
力
の
、

よ
し
ゃ
根
本
的
要
素
で
は
な
く
と
も
先
決
的
の
要
素
は
置
に
そ
の
人
口
の
勢
力
で
あ
る
の
花
。
吾
人
は
率
直
に
明
確
に
議
論
を
し

ゃ
う
。
九
千
高
の
濁
逸
人
、
二
億
高
人
の
う
フ
プ
人
に
劃
し
て
.
四
千
高
の
伊
太
利
人
が
何
で
あ
る
?

夏
に
目
h
q
西
方
に
輔
じ

ゃ
う
。
四
千
高
の
側
蘭
西
人
と
.
其
の
杭
民
地
の
住
民
九
千
詩
人
に
封
し
て
、
ま
た
四
千
六
百
一
角
の
英
園
人
と
.
そ
の
杭
民
地
の

住
民
四
億
五
千
高
に
針
立
し
て
四
千
部
の
伊
太
利
人
が
何
で
あ
る
?

諸
方
、
イ
タ
リ
ヤ
が
多
少
の
重
き
ぞ
成
し
て
列
強
の
聞
に

炉
す
る
た
め
に
は
住
民
六
千
高
を
下
ら
ざ
る
人
口
を
有
し
て
、
現
世
紀
の
敷
居
ぞ
跨
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
言
っ
た
ら
諸
君

或
は
之
れ
ぞ
難
じ
て
、
?
』
の
山
の
多
い
、
卒
野
の
少
な
い
狭
い
聞
に
、
そ
ん
な
に
多
数
の
人
口
で
‘
五
ロ
人
は
ど
う
し
て
生
活
し
て

行
け
ゃ
う
。
え
ら
い
人
口
過
剰
花
。
生
活
難
は
ど
う
す
る
?
」
と
言
ふ
で
あ
ら
う
。
:
:
:
・
・
既
に
一
八
一
五
年
伊
太
利
の
地
に
僅
か

一
千
六
百
高
の
人
口
し
か
な
か
っ
た
時
に
於
て
.
時
の
部
一
者
ど
も
が
人
口
過
剰
を
叫
び
‘
:
:
:
:
躍
起
と
な
っ
て
騒
ぎ
立
て
た
事
宜

宇
佐
諸
計
は
一
人
と
し
て
よ
，
も
や
忘
れ
は
し
ま
い
。
そ
の
時
代
に
於
て
彼
等
製
者
先
生
ど
も
は
‘
同
一
の
地
域
内
に
於
い
て
.
そ
の



品
目
国
時
よ
り
も
遥
か
に
優
越
せ
る
生
活
の
程
度
冶
以
て
、
今
日
四
千
高
の
イ
タ
リ
ヤ
国
民
が
優
に
住
宅
と
管
養
と
を
見
出
し
得
る
こ

と
は
夢
に
も
想
像
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
:
:
・
:
・
4
タ
リ
ヤ
は
決
し
て
人
口
過
剰
で
は
な
い
、
最
早
溢
れ
出
す
や
う
な
心
配
は

な
い
。
河
修
工
事
は
充
分
に
出
来
て
ゐ
る
、
酒
々
と
し
て
水
勢
。
ゼ
増
さ
う
と
も
真
直
に
堤
防
の
聞
を
流
れ
て
行
く
迭
は
つ
い
て
ゐ

る
:
:
:
:
」

と
蓮
べ
て
居
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
に
首
肯
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
.
夏
に
叉
ロ
!
?
‘
ベ
ル
ギ
ア
大
型
敬
授
ロ
パ

l
ト
・
ミ
ツ

へ
ル
氏
が
一
九
三

O
年
七
月
の
世
界
経
酒
論
叢
に
於
て

「
今
や
伊
太
利
の
人
口
政
策
は
根
本
的
に
盤
化
し
て
来
大
、
北
米
合
衆
園
の
移
民
制
限
、
其
の
他
に
よ
れ
ノ
て
伊
太
利
人
の
外
園
移
住

は
困
難
に
な
っ
て
来
た
け
れ

E
も
、
更
に
ム
ツ
ソ
リ
ニ

l
は
国
民
を
他
外
国
に
移
住
せ
し
む
る
こ
と
は
他
園
民
に
丈
化
的
肥
料
を

供
給
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
伊
太
利
園
民
の
閣
外
移
住
は
之
れ
を
困
難
に
し
‘
園
民
の
子
孫
は
成
る
べ
く
母
固
に
留
め

置
き
、
叉
直
接
園
民
の
増
殖
を
計
る
攻
策
を
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
て
居
る
。
こ
れ
が
矯
め
に
此
の
政
策
を
採
用
し
た
る
前
と

後
と
は
移
住
民
の
上
に
大
な
る
相
異
を
来
し
て
居
る
、
即
ち
一
九
二

O
年
に
は
四
十
一
高
人
で
あ
っ
た
が
一
九
二
七
年
に
は
二
十

三
一
向
八
千
人
に
減
少
し
.
更
に
十
九
高
一
千
人
の
師
園
者
を
見
る
に
至
っ
た
。
伊
太
利
人
の
永
年
慣
れ
来
っ
た
外
岡
移
住
は
今
や

消
蹴
せ
ん
と
し
て
居
る
」

と
云
ふ
て
居
る
.
以
て
フ
ァ
シ
ス
ト
の
人
口
攻
策
の
大
要
ぞ
窺
ふ
に
足
る
と
思
ふ
。
而
し
て
ム
ツ
ソ
リ
ニ
ー
は
伊
太
利
の
人
口
増
殖

の
方
策
と
し
て
濁
身
者
に
課
税
の
法
そ
立
て
た
り
‘
園
立
母
子
保
護
協
曾
と
云
ふ
が
如
き
も
の
を
設
立
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
れ

291 

は
暴
・
克
フ
ァ
シ
ス
ト
が
国
民
の
人
口
は
園
家
繁
栄
の
決
定
的
要
素
で
あ
る
か
ら
之
れ
を
海
外
に
移
住
せ
し
む
る
こ
と
は
愚
の
至
り
で
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あ
る
、
宜
し
く
之
れ
や
閣
内
に
留
め
置
く
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
人
口
は
多
き
に
過
ぐ
る
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
か
ら
人
口
増
加
の
方

法
も
亦
之
れ
ぞ
講
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
国
民
の
栴
外
移
住
を
園
内
滞
留
に
轄
向
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
.
其
の
結
果
上

惑
の
如
き
移
民
の
趨
勢
を
現
は
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

然
ら
ば
其
方
策
如
何
、
之
れ
に
関
し
て
は
一
方
に
於
て
出
移
住
の
許
可
を
容
易
に
輿
へ
ぎ
る
様
に
規
定
そ
設
け
、
他
方
に
於
て
農

業
生
産
の
集
約
化
と
土
地
改
良
並
に
内
閣
植
民
事
業
が
企
て
ら
れ
た
。
而
し
て
ム
ツ
ソ
リ
ニ

l
は
此
の
政
策
を
賀
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
困
民
の
食
糧
供
給
の
根
原
ぞ
確
立
し
、
工
業
不
振
に
よ
っ
て
生
す
る
失
業
者
ぞ
救
習
し
、
叉
道
徳
的
に
も
衛
生
的
に
も
最
も
忠

ふ
べ
き
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
弊
害
そ
も
除
去
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
加
之
農
業
の
繁
栄
ぞ
計
る
こ
と
は
閥
民
の
大
部
分
を
占
め
て

居
る
農
業
者
の
幸
一
臓
を
計
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
や
が
て
又
園
家
全
躍
の
幸
一
耐
を
増
す
も
の
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
具
瞳

的
表
現
と
し
て
は
一
九
二
五
年
の
秋
、
穀
物
の
動
員
令
を
護
布
し
て
全
国
の
農
業
者
に
訴
へ
て
農
業
者
は
常
に
小
委
の
栽
培
面
積
を

-
増
加
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
の
み
な
ら
す
、
出
来
る
丈
け
穀
物
栽
培
の
合
理
化
と
集
約
化
と
を
計
る
こ
と
を
以
て
其
義
務
と
す
べ
し

と
な
し
。
又
一
九
二
八
年
七
月
世
六
日
の
閣
議
に
於
て
決
定
し
た
る
全
園
的
な
土
地
開
墾
法
を
護
布
し
て
、
従
来
悪
水
停
滞
、

リ
ヤ
病
地
と
し
て
.
叉
牧
穫
不
良
の
土
地
と
し
て
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
土
地
凡
そ
百
五
十
万
附
の
改
良
ぞ
行
ひ
、
之
れ
に
小
農

家
を
移
杭
せ
ん
と
企
て
た
。
而
し
て
此
の
植
民
事
業
は
少
く
と
も
十
四
ナ
年
聞
に
完
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
.
其
の
費
用
と

し
て
は
七
十
五
億
万
リ
ラ
ハ
二
十
九
億
二
千
五
百
万
国
)
が
諒
定
せ
ら
れ
、
主
の
内
約
字
分
、
即
ち
三
十
八
億
万
リ
ラ
は
園
家
が
賠
償
す

円ず

フ
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る
こ
と
L
な
っ
て
居
る
。
此
の
額
は
伊
太
利
回
の
財
政
に
取
っ
て
は
相
官
大
ぎ
な
額
で
あ
る
が
、
之
れ
に
よ
っ
て
一
方
国
土
の
生
産

み
ザ
・
尉
し
他
方
事
業
施
行
の
矯
め
に
多
数
の
持
働
者
を
救
ひ
、
叉
完
成
の
践
は
多
数
の
農
民
を
其
鹿
に
安
定
せ
し
む
る
も
の
で
あ
っ
て

従
来
他
外
国
に
よ
っ
て
生
活
し
て
居
つ
大
多
数
の
園
民
が
伊
太
利
闘
に
よ
っ
て
生
活
す
る
ニ
と
が
出
来
る
様
に
な
る
と
考
へ
た
。

而
し
て
伊
太
利
国
政
府
は
此
の
計
書
を
立
つ
る
と
共
に
農
林
省
の
内
に
土
地
開
墾
局
在
新
設
し
白
・
同
時
に
叉
内
閣
植
民
事
業
委
員

舎
を
組
織
し
て
人
口
過
剰
の
地
方
か
ら
人
口
稀
薄
に
し
て
土
地
の
開
墾
、
改
良
に
多
く
の
人
力
を
要
す
る
地
方
へ
国
民
の
移
住
法
等

に
就
て
協
議
せ
し
む
る
こ
と
L
し
た
の
で
あ
る
。

如
斯
に
し
て
伊
太
利
に
於
て
は
外
国
移
民
を
内
国
移
民
に
轄
向
せ
し
め
ん
が
矯
め
に
土
地
の
開
墾
又
は
改
良
事
業
を
大
に
計
書
し

た
も
の
で
あ
る
が
其
の
施
さ
る
べ
き
土
地
面
積
は
雨
者
を
合
し
て
三
百
八
十
八
万
六
千
七
百
六
十
九
附
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。

其
の
内
改
良
さ
る
べ
き
土
地
が
二
、
五

O
四
、
七
五

O
問
、
闘
墾
さ
る
べ
き
土
地
が
一
、
三
八
二
、

O
一
八
陪
で
此
れ
等
の
事
業
を
行
ふ

矯
め
に
公
私
に
於
て
毎
日
最
低
二
八
二
一
七
人
(
一
九
二
二
|
一
三
一
)
か
ら
最
高
五
二
、
一
六
四
人
(
一
九
三
一

l
一
ニ
二
)
の
第
働

者
を
使
用
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、

フ
ァ
シ
ス
ト
の
過
去
十
ナ
年
聞
に
於
て
二
七
八
、
二
七
一
人
冶
使
用
し
て
居
る
‘
今
一
人
の

年
平
均
持
働
日
教
を
二
百
五
十
日
と
す
れ
ば
貫
仁
六
九
、
五
六
七
、
七
五

O
の
労
働
日
教
を
此
の
事
業
に
よ
っ
て
確
保
せ
ら
れ
た
と
云

ふ
て
居
る
。

A
1
叉
事
業
準
捗
の
具
惜
的
表
示
と
し
て
ア
ル
ペ
ル
ト
・
ギ
ス
ラ
ン
ヅ
才
ニ
博
士
が
示
す
所
を
見
る
に
フ
ァ
シ
ス
ト
の
過
去
十
ん
ノ
年

聞
に
於
て
ア
グ
ロ
、

ロ
マ
ノ
に
於
て
は
突
の
如
き
成
績
を
皐
け
て
居
る
。
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如
斯
に
し
て
今
や
ト
リ
ャ
、
サ
パ
ヲ
ヂ
ャ
、
ポ
ン
チ
ニ
ヤ
等
の
地
方
に
於
て
多
く
の
村
落
が
開
設
せ
ら
れ
つ
L
あ
る
と
い
ふ
こ
と

で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
等
の
村
落
に
於
て
は
串
校
、
救
命
目
，

フ
ア
シ
ヨ
家
、
工
作
揚
、
義
勇
兵
舎
、
共
同
娯
山
梨
揚
、
活
動
寝
異
館
等

の
設
備
を
有
し
、
更
に
市
街
地
よ
り
や

L
遠
き
村
落
に
於
て
は
小
貨
物
用
ト
ラ
ッ
ク
が
毎
週
一
回
宛
通
っ
て
食
粧
品
其
他
必
要
な
る

物
資
の
轍
迭
を
な
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
叉
之
れ
等
の
各
村
落
は
完
全
な
る
交
通
遁
路
を
以
て
連
結
せ
ら
れ
、
更
に
電
燈

動
力
等
の
連
絡
色
出
来
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
以
て
村
落
構
成
上
の
大
要
ぞ
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
同
氏
は
リ
ト
リ

ャ
、
サ
パ
ク
ヂ
ャ
、
ポ
ン
チ
ニ
ヤ
等
は
寅
に
新
世
代
に
劃
す
る
模
範
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
白
然
の
征
服
戟
は
単
に
勇
気
の
み
を

以
て
は
足
り
な
い
整
然
と
秩
序
的
に
、
持
久
的
に
努
力
し
て
始
め
て
成
功
す
る
も
の
た
る
こ
と
を
一
示
す
で
あ
ら
う
。
フ
ァ
シ
ス
ト
の

文
化
意
識
は
千
年
も
前
の
ロ
!
?
征
服
の
精
神
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
勇
気
・
理
性
・
忍
耐
・
秩
序
・
規
律
に
根
諒
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
て
居
る
、
以
て
此
の
事
業
に
劃
す
る
精
神
的
態
度
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

1 

Dr. Alberto Ghislanzoni; Faschistische Innenkolonisation CWirtscbaftsdien日t

Humbnrg. d. 20 Oktober 1933). 

2) 
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以
上
に
よ
り
て
伊
大
利
に
於
け
る
人
口
政
策
は
一
時
出
移
民
に
傾
注
せ
ら
れ
て
居
っ
た
が
今
や
フ
ァ
シ
ス
ト
の
時
代
に
於
て
は
出

来
る
丈
け
園
民
の
国
外
移
住
を
少
な
く
し
岡
民
は
囲
内
に
定
着
せ
し
め
ん
こ
と
を
欲
し
.
之
れ
が
矯
め
に
土
地
改
良
、
土
地
開
墾
、
内

園
杭
民
事
業
の
計
書
を
な
し
旺
ん
に
其
の
寅
行
を
な
し
つ

L
あ
る
こ
と
ぞ
知
り
た
る
・
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
闇
家

主
義
を
表
現
し
た
る
一
大
事
賓
で
あ
っ
て
今
日
の
如
く
凡
ゆ
る
方
面
に
於
て
園
際
関
係
が
悪
化
し
た
時
代
に
於
て
は
或
は
必
然
の
現

象
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
‘
唯
如
新
方
策
が
伊
太
利
の
如
、
き
園
情
に
於
て
果
し
て
よ
く
成
功
す
る
や
否
や
は
将
来
の
問
題
と
し
て
大

じ
注
目
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
即
ち
伊
太
利
の
園
土
と
其
の
抱
有
す
る
白
然
富
源
と
を
以
て
将
来
増
加
す
る
で
あ
ら
う
所
の
多
数
の

園
民
ぞ
よ
く
養
ひ
.
そ
の
幸
一
帽
を
よ
く
滑
準
す
る
こ
と
が
出
来
る
や
否
や
、
別
言
す
れ
ば
伊
太
利
は
其
の
園
民
ぞ
他
外
園
に
移
住
せ
一

し
む
る
こ
と
な
く
し
て
圏
内
に
於
て
よ
く
其
の
人
口
問
題
を
解
決
し
得
る
や
否
や
、
叉
従
来
移
民
に
よ
り
て
得
来
り
た
る
外
園
よ
り

の
選
金
な
く
し
て
其
園
民
経
慣
を
維
持
し
得
る
や
否
や
、
叉
園
際
貸
借
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
得
る
や
否
や
疑
問
と
す
べ
き
貼
が
多
々

あ
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
寧
ろ
近
き
将
来
に
於
て
此
の
攻
策
の
行
き
つ
ま
り
を
来
す
べ
き
に
は
あ
ら
ぎ
る
や
ぞ
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

現
に
伊
太
利
政
府
は
此
の
外
銀
選
、
水
電
、
其
他
種
々
の
事
業
に
多
額
の
園
費
ケ
支
出
し
て
努
働
者
の
救
漕
に
つ
と
め
つ
L
あ
り
と

離
も
失
業
者
の
教
は
次
表
の
如
く
年
を
迫
ふ
て
増
加
の
形
勢
を
示
し
て
居
る
、
之
れ
に
は
種
々
の
事
情
あ
り
と
躍
も
伊
太
利
の
人
口

問
題
が
困
難
に
向
ひ
っ

L
あ
る
こ
と
を
貰
詮
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
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若
し
此
の
方
策
に
し
て
行
き
つ
ま
り
を
生
歩
る
揚
合
は
伊
太
利
は
其
の
人
口
問
題
を
如
何
に
解
決
す
る
や
、
市
町
び
図
民
の
外
国
移

住
に
其
の
解
決
策
を
求
む
べ
会
で
は
あ
る
ま
い
か
、
而
も
北
米
合
衆
閥
、
そ
始
め
多
く
の
聞
は
従
来
の
如
く
移
民
を
敵
迎
せ
ざ
る
の
み

な
ら
か
却
っ
て
之
れ
を
制
限
若
し
く
は
担
否
す
る
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
岡
際
交
通
の
護
蓮
を
阻
害
し
、
或

は
経
掛
の
理
法
、
そ
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
甚
だ
不
可
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
今
日
の
固
際
情
勢
に
於
て
は
止
む
な
得
ぎ
る
所
で
あ

る
。
叉
フ
ァ
シ
ス
ト
の
理
論
よ
り
し
て
も
固
民
の
悔
外
移
住
は
之
れ
を
欲
せ
ざ
る
所
で
あ
る
。
此
盛
に
於
て
伊
太
利
は
其
の
移
民
の

放
出
口
を
其
の
杭
民
地
に
求
め
ぎ
る
べ
か
ら
.
ざ
る
は
蛍
然
の
蹄
結
で
あ
る
。
蓋
し
植
民
地
は
母
園
の
統
治
樫
の
及
ぶ
所
で
あ
っ
て
其

の
移
民
方
策
の
如
き
は
其
の
欲
す
る
が
ま
L
に
之
れ
冶
行
ふ
こ
と
が
出
来
、
叉
其
慮
へ
の
移
住
は
何
等
岡
家
的
領
域
を
脱
す
る
も
の

で
な
い
か
ら
岡
家
主
義
の
上
か
ら
見
て
も
憂
ふ
べ
き
貼
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
伊
太
利
の
有
す
る
植
民
地
は
亦
其
自
然
富
源
が

貧
弱
に
し
て
而
も
闘
民
の
移
住
に
過
す
る
所
が
甚
だ
少
な
い
.
そ
こ
で
伊
太
利
は
更
に
よ
り
有
利
な
.
る
杭
民
地
の
獲
得
を
要
望
す
る

や
勿
論
で
あ
る
。
従
て
フ
ァ
シ
ス
ト
伊
太
利
の
人
口
問
題
は
外
国
移
民
問
題
よ
り
内
園
移
民
問
題
と
な
り
賂
来
は
再
轄
し
て
杭
民
間

題
に
轄
向
す
べ
き
運
命
を
有
す
る
も
の
で
と
考
へ
ら
れ
の
で
あ
る
。
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